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第 2 章では、複数台の YAG レーザ発振器のビームを結合する「複数ビーム光ファイパ入射端結合 YAG レーザ加
工システム」の開発について述べた。すなわち、ビーム結合システムを開発するに当たって検討した各種ビーム結合
方法、使用した 3 台の YAG レーザ発振器のビーム品質評価結果、 1 本の光ファイパに 3 本の YAG レーザビームを
最適に入射するための複数ビーム結合光学系の設計、および製作したシステムのビーム伝送性能、集光性能の評価結
果について述べた。



















本研究では、 3 台の YAG レーザビームを新たに開発した光学系により 1 本の光ファイパーに導光して高出力化を
図ると共に、従来の YAG レーザ発信器では発生できない特殊なパルス波形を発生できるシステムを開発している o
さらにこのシステムを用いて、各種溶接姿勢における溶接現象、特にキーホール挙動とポロシティ欠陥発生機構の解
明を図り、ポロシティ防止のための適正波形を明らかにしている。得られた成果の要約を次に示す。
(1)最大平均出力 2kW の連続励起 YAG レーザ発振器を 2 台と最大平均出力1.5kW のパルス励起 YAG レーザ発振
器が 1 台の合計 3 台の YAG レーザビームを光ファイバの入射端で結合し、 l 本の光ファイバで伝送する大出力











適正パルス波形を確立し、その成果を SUS304ステンレス鍋パイプ(直径267mm、肉厚 5 mm) の全姿勢突合せ溶
接に適応し良好な結果を得ている。
以上のように、本論文は、複数台の YAG レーザのビーム結合による高出力化および特殊波形制御技術の開発、各
種波形における溶接姿勢とキーホール挙動の相閥解明とポロシティ欠陥防止策の確立、および中板厚のパイプの全姿
勢溶接への適用性について検討したものであり、機械物理工学および生産加工工学の発展に寄与するところが大き L 、。
よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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